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線量反応関係 人体影響の発生機構 

低い線量でも発生する 
可能性 

しきい線量なしと仮定 

ひとつの細胞の突然変異
からでも発生する可能性 

発
生
率 

線量 
自
然
発
生
率 

確率的影響 
（突然変異が引き金） 

一度にたくさ
んの細胞が
死・変性を起
こさない限り
生じない 

高い線量で発生 

しきい線量あり 

発
生
率 

線量 

100％ 

確定的影響 
（細胞死／細胞変性が引き金） 

　確定的影響には、これ以下では影響がみられない、これ以上浴びると影響が現れる
というしきい線量があるといわれています。しきい線量を超えると、一度にたくさん
の細胞死や変性が起こり、影響の発生率は急激に増加します。
　一方、放射線防護では、確率的影響にはしきい線量はないと仮定されています。理
論上どんなに低い線量でも影響が発生する確率はゼロではないことになります。
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全身被ばくと局所被ばく 確定的影響 

出典：原子力安全委員会健康管理検討委員会報告平成12年(2000年)、他より改変 
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所 

水晶体混濁 白内障、緑内障 

（皮膚） 一時的脱毛 永久脱毛 

永久不妊（男女共通） 一時的精子数減少 

一時的紅斑 紅斑 （皮膚） 潰瘍 

末梢血中のリンパ球減少 
悪心、嘔吐 

下痢 
頭痛、発熱 全 

身 

      200  1,000         5,000           10,000 （ミリグレイ）   

　一度に 100 ミリグレイ程度以上の放射線を受けた場合、細胞死を原因とする人体
影響が生じることがあります。こうした症状は、放射線の感受性の高い臓器ほど、少
しの線量で症状が生じます。
　分裂が盛んな臓器である精巣は、放射線感受性が高く、一時的な精子数の減少は
100 ～ 150 ミリグレイで現れ、一過性の不妊になることがあります。骨髄も感受性
が高く、1,000 ミリグレイ以下の被ばくでも血中のリンパ球が減少することがありま
す。しかし、こうした症状は自然に治癒します。
　一方、2,000 ミリグレイ以上の放射線を一度に受けた場合、治療を要する臨床症状
が起きることがあります。
　局所被ばくの場合には、被ばくした部分の臓器に障害が現れます。
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